
輩
が
数
多
く
在
籍
し
て
い
ま

す
。

　

近
隣
に
は
多
く
の
保
育
施

設
が
存
在
す
る
中
で
、
単
に

立
地
の
利
便
性
だ
け
で
は
な

く
、「
ぜ
ひ
我
が
子
を
通
わ

せ
た
い
」
と
願
っ
て
い
た
だ

け
る
背
景
に
は
、
江
東
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
幼
稚
園
が
大
切
に
し
て

き
た
教
育
の
積
み
重
ね
が
あ

る
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

幼
児
教
育
の
取
り
組
み
と
し

て
は
、
１
９
５
６
年
よ
り
日

本
で
初
め
て
と
な
る
幼
児
対

象
の
キ
ャ
ン
プ（
２
、３
泊
）

を
実
施
。
こ
の
キ
ャ
ン
プ
は

保
育
者
に
加
え
、
学
生
や
社

会
人
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ

ー
ダ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
指
導

者
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え

て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
幼
児

体
操
の
導
入
な
ど
、
時
代
に

先
駆
け
た
実
践
を
積
み
重
ね

て
き
ま
し
た
。
数
多
く
の
行

事
に
は
常
に
リ
ー
ダ
ー
の
存

教
育
・
保
育
事
業
部
統
括
補
佐

江
東
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
幼
稚
園
園
長

草
分
俊
一

　

１
９
５
１
年
（
昭
和
26

年
）、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
江
東

ブ
ラ
ン
チ
の
開
館
と
と
も

に
、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
育
心
保

育
園
が
開
設
さ
れ
、
そ
の
歩

み
は
現
在
の
江
東
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

幼
稚
園
へ
と
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。
在
園
児
や
卒
園
児

の
中
に
は
、
親
や
祖
父
母
も

卒
園
生
で
あ
る
と
い
う
、
二

世
代
・
三
世
代
に
わ
た
る
ご

家
庭
も
あ
り
ま
す
。

　

発
足
か
ら
65
年
を
超
え
る

江
東
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
サ
ポ
ー
ト
団
体
）

の
メ
ン
バ
ー
に
も
、
卒
園
児

や
保
護
者
、
リ
ー
ダ
ー
の
先

　
「
も
し
、
あ
の

と
き
…
」
と
考

え
た
こ
と
は
あ

る
だ
ろ
う
か
。人

生
の
岐
路
と
な

る
出
来
事
で
私

が
と
り
わ
け
思

う
の
は
、
中
学

生
の
頃
の
こ
と

で
あ
る
。
▼
少
し
遅
れ
て
入
っ

た
部
活
動
。
す
で
に
仲
間
の

輪
が
で
き
て
い
て
、
疎
ま
れ

陰
口
を
言
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
当
時
の
私
は「
一
人
で

い
る
の
は
恥
ず
か
し
い
」「
友
だ

ち
が
い
な
い
と
思
わ
れ
た
く
な

い
」
と
、
陰
口
に
気
づ
か
な
い

ふ
り
を
し
て
な
ん
と
か
一
緒

に
過
ご
し
て
い
た
。
楽
し
い
こ

と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

残
っ
て
い
る
の
は
つ
ら
い
記
憶

だ
。
▼
あ
る
と
き
児
童
文
学

作
家
の
灰
谷
健
次
郎
の
物
語

を
読
み
、
子
ど
も
に
寄
り
添

う
大
人
に
あ
こ
が
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
大
学
生
に
な
る
と

子
ど
も
と
関
わ
る
ボ
ラ
ン
ティ

ア
を
し
た
い
と
思
い
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
扉
を
た
た
い
た
。
リ
ー
ダ

ー
活
動
に
ど
っ
ぷ
り
ハ
マ
っ
て

い
た
頃
に
思
っ
た
。「
も
し
、

中
学
生
の
と
き
に
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

と
出
会
っ
て
い
た
ら
」
と
。
あ

の
と
き
、
他
校
の
子
や
リ
ー

ダ
ー
と
過
ご
す
時
間
が
あ
っ
た

ら
、
ど
ん
な
に
救
わ
れ
た
だ

ろ
う
か
。
▼
日
本
の
10
代
の

死
因
で
最
も
多
い
の
は
自
死

で
あ
る
。
当
時
の
私
の
よ
う

に
、
家
と
学
校
だ
け
が
世
界

だ
と
思
っ
て
い
る
子
が
い
た
ら

伝
え
た
い
。
も
っ
と
広
い
世
界

が
あ
る
こ
と
を
。
居
場
所
が

他
に
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
。

そ
の
一
つ
が
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
あ
る
。

多
く
の
人
に
こ
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の

活
動
が
届
く
よ
う
、
広
報
に

力
を
注
い
で
い
る
。

（
広
報
室
Ａ
Ｄ　

中
元
美
佳
）

在
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
と
の
つ
な
が
り
も
大

切
に
し
、
近
隣
八
つ
の
町
会

と
協
働
し
た
「
八
ケ
町
運
動

会
」
の
企
画
運
営
な
ど
、
地

域
社
会
と
と
も
に
歩
む
活
動

も
継
続
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

江
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
と
一
体
と
な
り
、
多
く

の
方
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら

教
育
の
質
を
高
め
て
き
た
こ

と
は
、
江
東
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
幼
稚

園
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
で

す
。
子
ど
も
た
ち
は
多
く
の

大
人
に
見
守
ら
れ
、
共
感
さ

れ
な
が
ら
育
ち
ま
す
。
そ
の

ま
な
ざ
し
の
根
底
に
あ
る
も

の
は「
愛
」
で
あ
り
、
豊
か

な
関
わ
り
の
中
で
、
幼
児
期

に
大
切
な
心
の
根
っ
子
を
育

み
ま
す
。
目
に
見
え
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の

よ
う
な
体
験
こ
そ
が
世
代
を

超
え
て
語
り
継
が
れ
て
い
る

江
東
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
幼
稚
園
の
価

値
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
歩

み
を
大
切
に
し
つ
つ
、
さ
ら

に
地
域
の
子
育
て
支
援
に
も

目
を
向
け
、
地
域
と
と
も
に

歩
む
江
東
幼
稚
園
と
し
て
運

営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

〈
在
園
児
保
護
者
〉

　

一
人
ひ
と
り
の
今
を

　

大
切
に
し
て
く
れ
る

　

先
生
や
事
務
の
方
と
保

護
者
が
つ
な
が
っ
て
子
ど
も

を
見
守
る
あ
た
た
か
な
雰
囲

気
が
あ
り
ま
す
。
我
が
子
だ

け
で
な
く
、
周
り
の
子
の
様

子
や
成
長
に
も
自
然
と
目
が

向
き
、
共
に
喜
び
合
え
る
関

係
が
あ
る
こ
と
が
安
心
で
あ

り
、
魅
力
で
す
。

　
一
九
五
〇
年
十
二
月
二
十
五
日

の
ク
リ
ス
マ
ス
祝
会
、
こ
れ
が
東
京

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
江
東
ブ
ラ
ン
チ
事
業
展

開
の
基
点
で
あ
る
。
当
時
、
世
界

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
は
結
成
百
年
を
祝

う
一
九
五
五
年
を
ゴ
ー
ル
と
す
る

五
年
間
を
、
全
世
界
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

が
一
斉
に
「
前
進
す
る
」
契
機
に

し
よ
う
と
呼
び
か
け
た
。
第
二
次

世
界
大
戦
後
の
復
興
を
意
図
し
て

い
た
。
こ
れ
に
応
え
た
「
日
本
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
五
カ
年
前
進
運
動
」
の
一

環
で
「
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
江
東
ブ
ラ

ン
チ
」
は
新
設
さ
れ
た
。
東
京
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
創
立
七
〇
周
年
記
念
事
業

で
も
あ
っ
た
。
当
時
の
総
主
事
菅

儀
一
は
友
人
清
水
井
商
店
の
深
町

経
蔵
が
主
宰
す
る
育
心
会
施
設
を

無
償
で
提
供
さ
れ
、
一
九
五
一
年

五
月
一
日
に
開
館
式
を
挙
げ
て
今

年
七
十
五
年
と
な
る
。
新
拠
点
の

活
動
展
開
の
要
は
、
近
隣
の
支
持

獲
得
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
近
所
の

フ
タ
バ
珠
算
学
院
を
生
徒
も
ろ
と

も
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
事
業
と
し
て
迎
え
入

れ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
江
東
地
域

で
の
事
業
の
本
命
は
保
育
事
業
の

展
開
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
、
私
は

総
主
事
の
許
し
を
得
て
東
京
教
育

大
学
で
心
理
学
を
学
ん
で
い
た

が
、
福
祉
行
政
に
疎
い
ま
ま
、
保

育
園
開
設
に
専
念
し
た
。
大
学
の

指
導
教
授
の
助
言
で
入
園
児
面
接

テ
ス
ト
を
創
り
実
施
し
た
。一
九
五

一
年
四
月
三
日
に
申
請
し
て
い
た

「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
育
心
保
育
園
」
へ
の

入
園
児
の
殆
ど
が「
保
育
措
置
児
」

で
は
な
く
「
自
由
契
約
児
」
だ
っ

た
こ
と
で
区
か
ら
注
意
さ
れ
た

が
、
一
九
五
一
年
十
二
月
一
日
付

で
保
育
所
認
可
と
な
っ
た
＝
写

真
。
青
年
会
員
に
向
け
て
は
、
私

が
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
合
唱
を
指
導

し
、
自
ら
作
っ
た
テ
キ

ス
ト
で
新
約
聖
書
研
究

会
を
重
ね
た
。
小
学
生

の
「
土
曜
学
校
」で
夏

の
夜
は
、
屋
上
に
寝
そ

べ
っ
て
星
空
に
宇
宙
の

不
思
議
を
学
ん
だ
。
新

設
の
こ
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
も
ろ
も
ろ

の
活
動
へ
の
出
席
者
が
、
参
加
を

重
ね
て
参
画
者
へ
と
変
貌
し
て
ゆ

く
。
そ
の
過
程
こ
そ
が
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

活
動
の
真
価
な
の
だ
。
二
か
年
に

わ
た
る
そ
の
体
験
を
書
い
た
主
事

論
文
「
ブ
ラ
ン
チ
事
業
に
お
け
る

会
員
意
識
の
成
長
過
程
の
考
察
」

で
、
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
主
事
認
定
を

い
た
だ
い
た
。
一
九
五
三
年
一
月
で

あ
っ
た
。
江
東
ブ
ラ
ン
チ
は
、
私
の

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
主
事
と
し
て
の
基
点
な

の
で
あ
る
。

本会元副総主事 齊藤　實

「江東ブランチ」と私
資料室の窓から〈126〉
シリーズ

　

ま
た
、
子
ど
も
一
人
ひ
と

り
の
「
今
」
を
大
切
に
し
、

〝
教
え
る
〟の
で
は
な
く〝
見

守
る
〟
保
育
が
な
さ
れ
、
子

ど
も
た
ち
は
自
分
の
気
持
ち

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
人
へ

の
思
い
や
り
を
育
ん
で
い
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

朝
起
き
る
と
『
今
日
は
幼

稚
園
で
何
を
し
よ
う
か
な
』と

楽
し
み
に
し
て
い
る
姿
を
見

る
た
び
に
、
五
感
を
使
っ
た

あ
そ
び
に
満
ち
た
日
々
の
園

生
活
の
尊
さ
を
感
じ
ま
す
。

（
嘉
茂
香
玲
良
）

〈
卒
園
児
保
護
者
〉

　

親
子
の
心
の
拠
り

　

所
に
な
っ
て
く
れ
た

　

江
東
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
幼
稚
園

は
、
子
ど
も
ら
し
さ
を
受
け

止
め
、
温
か
く
見
守
っ
て
く

だ
さ
る
最
高
の
環
境
で
し

た
。
遊
び
の
中
か
ら
学
ぶ
子

ど
も
た
ち
は
、
目
を
キ
ラ
キ

ラ
と
輝
か
せ
な
が
ら
日
々
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

園
庭
で
ど
ろ
ん
こ
に
な
っ

た
洗
濯
物
を
見
る
た
び
に

「
今
日
も
全
力
で
冒
険
し
て
き

た
ん
だ
な
」と
、
ほ
っ
こ
り
し

た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
一
生
の
土

台
と
な
る
「
心
の
根
っ
こ
」

を
育
ん
で
く
だ
さ
っ
た
こ
の

幼
稚
園
で
の
３
年
間
は
、
母

に
と
っ
て
も
か
け
が
え
の
な

い
時
間
に
な
り
ま
し
た
。
子

育
て
の
悩
み
に
も
寄
り
添
っ

て
く
だ
さ
り
、
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の

親
子
の
心
の
拠
り
所
で
あ
り

続
け
ま
す
よ
う
に
願
っ
て
い

ま
す
。            （
小
関
利
恵
）

〈
幼
稚
園
教
諭
〉

　

園
児
の
心
に
残
る

　
ペ
ー
ジ
を
増
や
し
た
い

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
ず
っ
と

江
東
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
幼
稚
園
が
大

好
き
で
、
い
つ
か
通
っ
て
い

た
こ
の
幼
稚
園
で
働
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
学
３
年
生
の
教
育
実
習

で
お
世
話
に
な
っ
た
と
き
に

は
、
大
好
き
だ
っ
た
幼
稚
園

の
姿
が
昔
と
変
わ
ら
ず
、
す

ご
い
こ
と
だ
と
衝
撃
を
受

け
、
と
て
も
嬉
し
い
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。

　
「
お
話
の
世
界
を
大
切
に

し
て
い
る
と
こ
ろ
」「
一
つ

ひ
と
つ
の
こ
と
に
思
い
を
も

っ
て
過
ご
し
て
い
る
と
こ
ろ
」

「
温
か
み
の
あ
る
自
然
物
の

お
も
ち
ゃ
や
あ
そ
び
の
素
材
」

「
誕
生
会
の
お
祝
い
で
食
べ

る
ク
ッ
キ
ー
の
味
」「
大
好
き

だ
っ
た
キ
ャ
ン
プ
ソ
ン
グ
」「
雨

の
日
も
水
た
ま
り
で
思
い
切

り
遊
ん
で
い
る
姿
」「
や
り
た

い
と
思
う
遊
び
を
思
い
っ
き

り
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い

る
こ
と
」
な
ど
た
く
さ
ん
の

思
い
出
が
、
鮮
明
に
蘇
っ
て

き
ま
す
。

　

今
、
江
東
幼
稚
園
の
先
生

と
い
う
立
場
に
な
り
、
園
児

が
大
き
く
な
っ
た
と
き
に

「
幼
稚
園
楽
し
か
っ
た
な
」

「
幼
稚
園
で
○
○
し
た
の
が

面
白
か
っ
た
な
」
な
ど
少
し

で
も
子
ど
も
た
ち
の
心
に
残

る
ペ
ー
ジ
が
増
え
た
ら
い
い

な
と
思
い
つ
つ
、
日
々
保
育

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

（
愛
知
真
菜
美
）

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
保
育
の
原
点
は
、
江
東
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。
子
ど
も
た
ち
の
命
を
育
ん
で
75
年
。
親
か
ら
子
へ
、
そ
し
て
孫
へ
。

こ
こ
に
は
江
東
幼
稚
園
を
愛
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

江東幼稚園

75年前の様子

保護者も一緒に組み立てるプール

世
代
超
え
て
受
け
継
が
れ
る
保
育

世
代
超
え
て
受
け
継
が
れ
る
保
育

心
の
根

心
の
根
をを
愛
で
育
て
て

愛
で
育
て
て
７５７５
年年
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しののめYMCAこども園

～幼保連携の特徴を活かす～
　「こども真ん中」の保育を実践し
①子どもたちにとって毎日がトキメキにあ
ふれ、新しい発見や喜びに満ちた「トピ
ックス」になるような環境つくること。
②教育方針『互いに愛し合いなさい』の
思いを込めて、一人ひとりの子どもの命と
育ちを大切にすること。
③安心して自分らしく過ごせる環境と、子
どもと大人が育ち合う「教育・保育」を
目指すこと。
を中心に歩みを進めています。
　子どもが自ら考え、感じ、表現しなが
ら仲間と関わる中で、人を思いやる心や
豊かな感性を育んでいきます。また、幼
保連携の特徴を活かし、すべての園児を
園全体で支える体制を整え、途切れのな
い関わりを大切にします。地域との関わ
りでは引き続き、卒園児が多く在籍する
「江東きっずクラブ東雲第三」との交流
も続け、在園児の入学への期待と不安に
寄り添えるようにと考えています。
　さらに職員同士も支え合い学び合うこ
とで保育の質を高め、保護者ともしっか
りつながりながら、子育ての喜びを分か
ち合える園づくりを目指していきます。  

  （園長　水澤　聖）

江東幼稚園の開設から75年。東京ＹＭＣ
Ａの教育・保育は子どもたちが、「いつも
『愛されている喜び』を体感できるように」
「自分が『大切な存在である』と感じられ
るように」努めています。

YMCA保育園　ねがい

～五感を感じる時間を大切に～
　東京ＹＭＣＡの一番新しい認可保育園とし
て、７年目を迎えました。
　開園時に植えた葡 萄の木は実を結び＝写
真、子どもたちと話し合った「おやつのジャムサ
ンド」になりました。
　恵まれた自然の中、五感で不思議を感じ、心
が揺り動かされる出来事に興味を持って「なぜ
だろう」と考えながら、全身を使って表現する
経験を大切にしています。
　その多様な気持ちを表現する経験を豊かにす
るために「造形プログラム」を保育に取り入れて
います。全身で砂や水、クレヨン、絵の具、粘
土などを使って「楽しい」「悲しい」といった、
いろいろな気持ちを表現できるように、子ども
が『できた！』と満足するまで見守ります。
　保育園ねがいは、子どもも大人も違いを認め
合い、お互いを慈しみ、大切な存在として育ち
あう保育の場になるように歩み続けます。

   （園長　今井世都）

インターナショナルキッズガーデン

～中心になるコミュニティーとして～
　キッズガーデンでは今年一年を通して「意図
を持つこと」を大切に、子どもたちが快適に過
ごすためのより良い環境をつくります。
　環境は「第三の先生」であると考えています。
その空間が自然に子どもたちの “気づき” や “学
び” を引き出します。
　子どもたちが「なぜ？」「どうして？」と感じ、
自分の言葉で考え、伝えたくなるような環境を
目指し、「今日はこんなことをしたよ！」と、家
庭でもその学びを共有したくなるような経験を
大切にしていきたいと思います。そして、その中
心となる「コミュニティー」を築いていきます。
　ご家庭やスタッフと一緒に、子どもたちが安
心して過ごし、人とのつながりの中で学びなが
ら成長していく環境が、まさに私たちの目指す
コミュニティーであります。
　ＹＭＣＡの価値である「思いやり・誠実さ・
尊重・責任」を大切にしながら、子どもたち一
人ひとりの好奇心と自信を育んでいきます。

（園長　レベッカ ワングイ）

YMCAキャナルコート保育園

～世界に羽ばたく土台をつくる～
　今年度キャナルコート保育園には日本を
含めロシアやウクライナなど世界10か国にル
ーツのあるお子さんが在籍しています。
　多様な文化や国際的な背景にある家庭の
お子さんにも安心して通える保育園を目指
し、語学が得意な保育士は英語で対応し、
翻訳アプリを使ったり身振り手振りを交えて
話したり、その日の様子を伝えようと時には
イラストを見せたり、試行錯誤の日々があり
ます。
　保育士の中にはシリアが母国の先生がい
て、同じ地域から日本に来たお子さんにと
っては、とても安心感があるようです。
　子どもたちには皆、遊びの中でさまざま
な文化や言葉に触れることを大切にしてい
ってほしいと考えています。ありがたいこと
に、異文化交流ができる環境にありますの
で、それを楽しむことが自然になるようにと
思います。
　園での関わりが、世界に羽ばたく子ども
の土台を作るサポートになるように、子ども
・保護者・地域が保育園を通してつながり、
キャナルコート保育園が東雲エリアの異文
化交流のハブとして、地域の子育て支援が
より活発になるように取り組んでいきたいと
思います。　　　　　　（園長　藤野恭子）

YMCAオリーブ保育園

～園が大きな家族に～
　開設21年目を迎えました。昨年度から始ま
った「体操プログラム」は今年度、課外教室『ふ
れあい運動あそび』（３・４・５歳児対象）へ
と広がりました。子どもたちには心と体を動か
し、YMCA保育のコンセプトでもある『精神・
知性・身体』の調和のとれた成長を大切にし
ていってほしいと願います。
　夏には、卒園児の小学生ボランティアを迎え
ます。保護者も楽しみにされていて『卒園して
もつながっているもう一つの居場所』になって
いるのだと思います。さらに卒園児が大学生と
なり、保育実習生として戻って来たときには20
年保育を続けてきた成果だと感じました。
　これからも職員全員で子どもたちを見守って
いくあたたかい保育を実践し、オリーブ保育園
に通う園児・保護者・職員全員が一つの大き
な家族となり、巣立った子どもたちがいつでも
遊びに来られるような園を目指します。

（園長　矢野久美）

芝浦アイランドこども園

～心のふるさとになるように～
　港区芝浦アイランドこども園は開園２０年
を迎え、その歩みの中で、地域の中で子ど
もたちの成長を見守ってきました。
　２０２６年度は在園児１４１名でスタートしま
した。
　子どもたち一人ひとりが「愛されている」
と実感できるように、小さな子どもの人権
を大切に、一人ひとりの気持ちに寄り添い
ながら、居心地の良い場所として園が “心
のふるさと” になるよう努めています。
　日々の丁寧な言葉掛けを心がけ、園での
遊びや園生活のなかで子どもが本来持って
いる力を信じ、自分で選び進めていけるよ
うに保育を行っています。
　昨年度、とうきょうすくわくプログラム（東
京都）で園庭に二つ目の砂場を造りまし
た。違う種類の砂で遊べるようになり、子
どもたちの遊び方にも変化が生まれ、乳児
も幼児もそれぞれの砂場で工夫しながら遊
ぶようになりました。これからも遊びの可
能性がひろがるように環境を整えていきた
いです。
　今年度も家庭や地域と連携し、子どもを
中心に考えて、未来を生きる力の基礎を育
んでまいります。

（園長　興津夏子）

小さな命に寄り添って小さな命に寄り添って
愛されて育まれる愛されて育まれるYMCAYMCAのの教育・保育教育・保育
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に
と
っ
て
と
て
も
大
切
で
、

親
や
学
校
の
先
生
と
は
異
な

る
「
身
近
な
成
長
モ
デ
ル
」

と
出
会
う
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

＊
＊
＊

　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
家
庭
や
学
校

に
次
ぐ
「
第
三
の
場
」
と
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
心
と
体

の
成
長
を
支
え
る
存
在
で
あ

り
た
い
と
願
い
ま
す
。
特
に

重
要
な
の
は
、
中
高
生
か
ら

大
学
生
へ
、
大
学
生
か
ら
社

会
人
へ
と
移
っ
て
い
く
「
ト

ラ
ン
ジ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
時
期

で
す
。
自
分
で
選
べ
る
こ
と

が
増
え
て
、
行
動
範
囲
も
大

き
く
広
が
る
こ
の
時
期
に
、

良
き
友
人
と
出
会
い
、
自
分

で
選
択
し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
を
積
む
こ
と
は
、
そ

の
後
の
人
生
に
深
い
影
響
を

与
え
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
６
年
度
か
ら
は
新

た
に
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
）
の

募
集
を
開
始
し
ま
し
た
。
高

校
生
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加

者
か
ら
一
歩
進
み
、
周
り
の

人
の
た
め
に
行
動
す
る
こ
と

＝
「
奉
仕
す
る
」
喜
び
を
得

る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。
将

来
的
に
は
野
外
活
動
に
参
加

す
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
が

関
心
を
持
つ
社
会
の
課
題
な

ど
に
向
き
合
い
、
仲
間
と
一

緒
に
主
体
的
に
取
り
組
む

「
ユ
ー
ス
」
へ
と
育
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

学
生
リ
ー
ダ
ー
に
は
在
学

中
に
多
様
な
人
々
や
価
値
観

と
出
会
い
、
一
つ
の
こ
と
に

真
剣
に
取
り
組
む
経
験
を
通

し
て
、
成
長
し
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た

ち
と
の
活
動
や
経
済
的
に
困

難
を
抱
え
て
い
る
家
庭
へ
の

支
援
活
動
、
企
業
の
社
員
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
働
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
実
践
の
場
が
、
そ
の
学
び

を
支
え
て
い
ま
す
。

＊
＊
＊

　

一
方
で
、
社
会
人
に
な
る

と
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
の
関
係
が
途

切
れ
が
ち
に
な
る
の
も
現
実

で
す
。
社
会
人
と
い
う
新
し

い
立
場
で
、
こ
れ
ま
で
と
は

違
う
役
割
を
求
め
ら
れ
果
た

し
て
い
く
中
で
、
心
の
拠
り

所
と
な
る
の
は
、
か
つ
て
苦

楽
を
共
に
し
た
、
安
心
し
て

過
ご
せ
る
仲
間
の
存
在
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
社

会
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ

ー
グ
ル
ー
プ
が
活
動
し
て
お

り
、
学
生
リ
ー
ダ
ー
中
心
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
支
援
や
バ
ザ

ー
の
出
店
、
リ
ー
ダ
ー
の
交

流
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
実
施

な
ど
、
社
会
人
に
な
っ
て
も

つ
な
が
り
続
け
ら
れ
る
場
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
ユ
ー
ス
に
求
め
ら
れ
る
の

は
、
与
え
ら
れ
た
環
境
の
中

で
過
ご
す
だ
け
で
な
く
、
社

会
と
関
わ
り
な
が
ら
、
自
分

で
考
え
続
け
、
主
体
的
に
歩

ん
で
い
く
力
で
す
。

　

野
外
教
育
・
ユ
ー
ス
は
、

そ
の
歩
み
を
支
え
、
世
代
を

超
え
た
つ
な
が
り
の
中
で
、

一
人
ひ
と
り
の
可
能
性
を
育

ん
で
い
く
場
で
あ
り
続
け
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
野
外
教
育
・
ユ
ー
ス

Ｍ
Ｄ　

鳩
山
徹
郎
）

　

▽（
さ
ん
か
く
）は
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
一
つ
と
し
て
、
日

本
に
住
む
外
国
に
ル
ー
ツ
の

多
文
化
共
生
ス
ペ
ー
ス

▽（
さ
ん
か
く
）

あ
る
子
ど
も
た
ち
（
小
学
生

・
中
学
生
）
が
日
本
語
を
覚

え
、
安
心
し
て
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
【
に
ほ

ん
ご
・
学
習
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ

ス
】
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
宿
題
を
も
っ
て
き

た
り
、
保
護
者
が
用
意
し
た

日
本
語
ド
リ
ル
で
勉
強
を
し

た
り
し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
の
ペ
ー
ス
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
地
域
の
学
生
や
社
会
人

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
寄
り
添
っ

て
い
ま
す
。
学
習
支
援
だ
け

で
な
く
、
カ
ル
タ
で
遊
ぶ
な

ど
、
異
な
る
世
代
や
文
化
が

つ
な
が
る
場
に
も
な
っ
て
い

る
の
が
特
徴
で
す
。

　

ま
た
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱

え
る
若
者
（
18
歳
以
上
の
ユ

ー
ス
）
の
居
場
所
と
し
て
、

月
に
１
～
２
度
実
施
し
て
い

る
【
食
事
の
会
】
で
は
〝
皆

で
一
緒
に
食
べ
る
〟
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
手
巻
き
寿
司
パ

ー
テ
ィ
ー
や
お
弁
当
の
時
間

を
設
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

障
が
い
の
あ
る
方
の
余
暇
活

動
「en

×joy

」（
外
出
プ

ロ
グ
ラ
ム
）
な
ど
、
ほ
っ
と

で
き
る
場
面
や
時
間
を
通
し

て
、〝
つ
な
が
り
〟
を
感
じ

る
場
に
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
「
多
文
化
共
生
ス
ペ
ー
ス

▽
（
さ
ん
か
く
）」
は
、
一

人
ひ
と
り
が
あ
り
の
ま
ま
で

い
ら
れ
る
心
地
よ
い
居
場
所

を
つ
く
り
ま
す
。
多
様
性
を

認
め
合
い
、
共
に
支
え
合
っ

て
生
き
る
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
、
今
年
度
も
活
動
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

（
職
員　

鈴
木
俊
明
）

東
雲
児
童
館

　
『
今
日
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
あ

る
？
』
扉
を
あ
け
て
入
る
な

り
響
い
て
く
る
こ
の
言
葉

は
、
児
童
館
に
遊
び
に
く
る

中
高
生
の
合
言
葉
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

東
雲
児
童
館
で
は
中
高
生

の
居
場
所
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
、
毎
週
水
曜
日
に
『
し

の
の
め
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
』
を
開
催

し
、
子
ど
も
た
ち
に
ド
リ
ン

ク
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

あ
る
時
ス
タ
ッ
フ
が
手
作

り
の
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
ふ
る

ま
っ
た
と
こ
ろ
子
ど
も
た
ち

に
大
好
評
。
そ
れ
以
来
、
水

曜
日
に
は
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を

片
手
に
大
画
面
ゲ
ー
ム
を
す

る
風
景
が
定
番
と
な
り
、
児

童
館
に
遊
び
に
来
る
こ
と
が

増
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
『
早
く
食
べ
た
い
！
』『
今

日
は
何
の
味
？
』
ポ
ッ
プ
コ

ー
ン
を
作
り
な
が
ら
中
高
生

と
の
や
り
取
り
も
増
え
ま
し

た
。
で
き
る
だ
け
子
ど
も
た

ち
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
よ

う
と
寄
り
添
う
職
員
に
安
心

や
信
頼
の
気
持
ち
を
感
じ
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

水
曜
日
の
カ
フェ
を
き
っ
か
け

に
、
児
童
館
が
落
ち
つ
い

て
、
楽
し
く
い
ら
れ
る
場
所

＝
居
場
所
と
し
て
機
能
し
つ

つ
あ
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の

目
指
す
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

思
春
期
真
っ
只
中
の
子
ど

も
た
ち
は
今
、「
家
庭
環
境
」

「
友
人
関
係
」「
学
校
生
活
」

な
ど
多
く
の
変
化
の
中
で
過

ご
し
て
い
ま
す
。
児
童
館
が

家
庭
と
も
学
校
と
も
異
な
る

安
心
で
き
る
空
間
で
あ
る
こ

と
が
、
彼
ら
の
成
長
過
程
で

の
支
え
に
な
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

東
雲
児
童
館
で
は
、
一
人

ひ
と
り
の
ペ
ー
ス
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
誰
も
が
安
心
し

て
過
ご
せ
る
よ
う
に
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
ス

タ
ッ
フ
が
作
る
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
も
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

中
で
、
中
高
生
が
ほ
っ
と
で

き
る
場
所
と
し
て
歩
み
続
け

ま
す
。（

主
任　

杉
原
雅
俊
）

芝
浦
ア
イ
ラ
ン
ド

児
童
高
齢
者
交
流

プ
ラ
ザ

　

港
区
立
芝
浦
ア
イ
ラ
ン
ド

児
童
高
齢
者
交
流
プ
ラ
ザ

（
あ
い
ぷ
ら
）
は
、
乳
幼
児

か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
で
も
安

心
し
て
過
ご
せ
る
「
地
域
の

居
場
所
」
と
し
て
20
年
間
歩

み
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

小
学
生
に
は
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
な
ど
の「
運
動
あ
そ
び
」や

資
材
を
利
用
し
た
「
テ
ー
マ

を
決
め
な
い
工
作
タ
イ
ム
」な

ど
、
仲
間
と
体
験
を
共
有
す

る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
フ
ェ
形
式
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
中
高
生
カ
フ
ェ
Ｎ
ｅ
Ｏ

！
」で
は〝
中
高
生
の
本
音
〟

　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
は
、
幼
児
か

ら
中
高
生
の
野
外
活
動
（
キ

ャ
ン
プ
な
ど
）
を
支
え
る
存

在
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ

ー
（
以
下
、
リ
ー
ダ
ー
）
が

い
ま
す
。

　

彼
ら
は
運
営
の
担
い
手
と

し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
最
も
身
近
な

「
少
し
年
上
の
お
兄
さ
ん
お

姉
さ
ん
」
と
し
て
、
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
地

域
社
会
で
の
つ
な
が
り
な

ど
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る

時
代
に
あ
っ
て
、
キ
ャ
ン
プ

は
年
齢
の
異
な
る
仲
間
と
一

緒
に
生
活
し
、
他
者
の
姿
か

ら
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
貴
重

な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
上
の
キ
ャ
ン
パ
ー
の
生

活
か
ら
何
か
を
感
じ
た
り
、

中
高
生
が
リ
ー
ダ
ー
の
姿
に

触
れ
る
こ
と
は
子
ど
も
た
ち

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
総
主
事
　

星
野
太
郎

野
の
花
、
空
の
鳥

　

The  purpose of  all 
wars  is peace

――
ど

ん
な
戦
争
も
「
平
和
の
た

め
」
と
言
っ
て
始
ま
る
。

そ
ん
な
意
味
だ
と
私
は
受

け
取
り
ま
し
た
。
戦
下
の

街
を
撮
っ
た
写
真
の
中

で
、
壊
れ
た
塀
に
ス
プ
レ

ー
で
書
か
れ
て
い
た
言
葉

で
す
。
随
分
前
に
見
た
も

の
で
す
が
、
そ
の
一
文
は

今
も
心
に
残
っ
て
い
ま

す
。

　

先
日
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
80
周
年
記
念
式
典
に
招

待
を
受
け
ま
し
た
。
世
界
会

議
で
こ
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
Ｃ
Ｅ

Ｏ
と
知
り
合
っ
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
す
。
残
念
な
が
ら

出
席
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
招
待
を
機
に
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
現

地
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
歴
史

を
調
べ
て
み
ま
し
た
。
80
年

と
い
う
年
月
の
背
景
に
は
、

日
本
の
敗
戦
に
よ
っ
て
日
本

に
よ
る
占
領
が
終
わ
り
、
現

在
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
設
立
が
実

現
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り

ま
し
た
。

　

太
平
洋
戦
争
の
開
戦
後
ま

も
な
く
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は

日
本
に
よ
る
侵
略
を
受
け
、

占
領
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
命

が
奪
わ
れ
、
言
論
や
教
育
は

厳
し
く
統
制
さ
れ
、
強
制
労

働
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
占
領
時
代

の
受
難
を
学
校
で
学
び
、
忘

れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
い
ま

す
。

　

一
方
で
、
私
は
こ
の
歴
史

を
ど
れ
ほ
ど
学
び
知
っ
て
き

た
の
か
、
そ
う
問
い
直
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の

招
待
に
感
謝
し
つ
つ
、
新
た

な
交
わ
り
が
生
ま
れ
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
、
私
た

ち
の
平
和
の
拠

り
所
と
さ
れ
て

き
た
憲
法
を
、
東
ア
ジ
ア
の

「
平
和
の
た
め
」
と
言
っ
て

改
正
し
よ
う
と
す
る
動
き
が

活
発
化
し
て
い
ま
す
。「
不

戦
」
の
国
か
ら
「
武
力
を
増

強
し
て
戦
う
」
国
へ
と
変
わ

っ
て
い
く
の
か
、
あ
る
い

は
、
か
つ
て
の
方
向
へ
戻

っ
て
い
く
の
か
――
そ
ん

な
危
惧
を
覚
え
ま
す
。
そ

う
し
た
中
で
、
新
聞
の
投

書
欄
に
高
校
生
の
こ
ん
な

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
憲
法
は
、
自
分
や
友

人
が
戦
火
に
お
び
え
ず
、

未
来
を
描
け
る
日
常
を
守

る
た
め
の
命
綱
だ
」。
と
て

も
重
み
の
あ
る
言
葉
で
す
。

　

「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地

域
の
人
び
と
へ
の
歴
史
的

責
任
を
認
識
し
つ
つ
、
世

界
の
人
び
と
と
共
に
平
和

の
実
現
に
努
め
ま
す
」

　

憲
法
記
念
日
は
、
私
た

ち
が
掲
げ
る
こ
の
こ
と

を
、
自
覚
し
直
す
時
で
も

あ
り
ま
す
。

  

憲
法
記
念
日

おいでよ！Yへおいでよ！Yへ
誰もが笑顔誰もが笑顔にになれる居場所へなれる居場所へ

に
耳
を
傾
け
ま
す
。
フ
ァ
ミ

リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や
年
に
１
度

の
「
あ
い
ぷ
ら
ま
つ
り
」
な

ど
世
代
間
の
つ
な
が
り
を
深

め
る
イ
ベ
ン
ト
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に

関
わ
る
企
画
や
〝
や
っ
て
み

た
！
〟
と
い
う
気
持
ち
を
見

つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
時

間
と
空
間
を
つ
く
り
、
職
員

は
時
間
の
許
す
限
り
一
緒
に

過
ご
し
関
わ
る
＝
寄
り
添
う

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し

く
い
ら
れ
、
自
然
に
関
わ
り

合
う
関
係
を
大
事
に
し
な
が

ら
、
と
も
に
育
ち
あ
う
地
域

の
拠
点
に
な
る
よ
う
に
し
て

い
き
ま
す
。

（
職
員　

野
澤
晴
彦
）

す
べ
て
の
人
が
尊
重
さ
れ
安
心
し
て
つ
な
が
る
こ
と
の
で
き
る
「
居
場
所
」
に
は
、
い
ろ
い

ろ
な
カ
タ
チ
が
あ
り
ま
す
。

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
多
様
な
背
景
に
あ
る
人
び
と
＝
特
に
子
ど
も
た
ち
や
ユ
ー
ス
＝
が
自

分
で
選
び
な
が
ら
、
楽
し
く
居
ら
れ
る
場
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

世
代
超
え
て〝
つ
な
が
り
〟育
む

世
代
超
え
て〝
つ
な
が
り
〟育
む

＝
ユ
ー
ス
の
現
場
か
ら
＝

キャンプで思い思いにぬりえを

▽（さんかく）のサマーキャンプに
一緒に行きませんか。

日本で暮らしている外国にルーツのある
子どもたちと楽しい夏を過ごしてくださる
高校生・大学生を募集しています。

多文化共生スペース▽（さんかく）

日程：2026年8月21日（金）
                 ～8月23日（日）（2泊3日）

《ボランティア大募集》

詳細はHPを
ご覧ください。
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２
月
26
日
か
ら
３
月
７
日

ま
で
、「Swim

 for Safety 
Cam

bodia
」（
主
管：
大
阪

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）
に
参
加
し
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
や
台
南

の
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
、
現
地

の
子
ど
も
た
ち
へ
向
け
「
水

上
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
行

い
ま
し
た
。

　
「
水
上
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

は
２
０
１
９
年
に
ビ
ク
ト
リ

ア
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
）
を
中
心
に
始
ま
り
ま
し

た
。
途
中
コ
ロ
ナ
禍
で
中
断

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た

が
、
２
０
２
５
年
よ
り
大
阪

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
主
管
の
も
と
再
開

さ
れ
、
三
か
年
計
画
と
し
て

進
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
川
や
池
、

雨
季
の
冠
水
な
ど
水
が
生
活

の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
一
方

で
、
経
済
的
・
教
育
的
な
背

景
か
ら
、
安
全
に
関
す
る
知

識
や
体
験
の
機
会
が
限
ら
れ

て
い
る
子
ど
も
た
ち
も
い
ま

す
。

　

２
年
目
の
今
年
は
「
水
の

安
全
」
に
つ
い
て
子
ど
も
た

ち
へ
の
継
続
的
な
学
び
の
機

会
に
加
え
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
や

ユ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
指

導
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
94
人
の
子
ど
も

た
ち
に
は
、
水
辺
で
安
全
に

過
ご
す
知
識
を
お
話
し
、
実

際
に
プ
ー
ル
で
「
水
に
慣
れ

■早天祈祷会（6月）■
聖書について会員有志が自分の考
えなどを語る「奨励」の後、皆で
祈り讃美歌を歌います。クリスチ
ャンでない方もお気軽にどうぞ。
日　時：2026年6月1日（月）

7：00～8：00
奨励者：太田直宏氏

（日本ＹＭＣＡ同盟総主事）
会　場：山手センター／オンライン
問合せ：会員部（03-6278-9071）

「会員」とは、東京ＹＭＣＡの主旨に賛
同し、会費によって活動を支えてくださる
方のことです。ＹＭＣＡは、青少年の健
全な成長をサポートし、
地域社会に奉仕し、公
正で平和な世界をつくる
ために、より多くの会員
と共に活動していけるこ
とを願っています。 詳細はこちら

会員のご案内

　

近
年
「
も
の
忘
れ
が
増
え

た
気
が
す
る
」「
家
族
の
認

知
症
が
心
配
だ
」
と
感
じ
る

方
が
増
え
、
認
知
症
は
今
や

地
域
全
体
で
、
向
き
合
う
べ

き
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
な
か
、
誰

も
が
当
事
者
に
な
り
得
る
問

題
と
し
て
「
認
知
症
」
へ
の

正
し
い
理
解
と
地
域
で
の
支

え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
が

今
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
東
新

部
（
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
サ
ポ
ー
ト
団

体
）
は
、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会

員
部
と
共
催
で
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」（
厚

生
労
働
省
所
管
）
を
３
月
19

日
に
山
手
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
認
知
症
の
基
礎
知
識
や

症
状
の
特
徴
」「
接
し
方
の

ポ
イ
ン
ト
」「
地
域
で
の
支
援

体
制
」
な
ど
専
門
的
な
内
容

を
、
初
め
て
学
ぶ
方
に
も
理

解
し
や
す
い
よ
う
に
説
明
が

な
さ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

講
座
修
了
後
、
サ
ポ
ー
タ

ー
の
証
で
あ
る
《
オ
レ
ン
ジ
リ

ン
グ
》
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
身
近
な

課
題
と
し
て
理
解
が
深
ま
っ

た
」「
地
域
で
支
え
合
う
大

切
さ
を
実
感
し
た
」
と
い
っ

た
声
が
寄
せ
ら
れ
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
ら
し
い
「『
み
つ
か
る
。
つ

な
が
る
。よ
く
な
っ
て
い
く
。』

プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
っ
た
」
と
の
感

想
も
あ
り
ま
し
た
。

　

本
講
座
は
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

が
掲
げ
る
『
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
１

５
０
』
の
「
地
域
と
共
に
歩

む
」
理
念
に
も
深
く
通
じ
る

取
り
組
み
で
す
。
今
後
も
関

係
機
関
と
連
携
し
つ
つ
、
地

域
で
の
共
生
の
輪
を
さ
ら
に

広
げ
る
講
座
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

（
会
員
・
東
京
多
摩
ス
マ
イ

ル
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　

峰　

毅
）

る
こ
と
」「
浮
い
て
待
つ
こ
と
」

「
落
ち
着
い
て
呼
吸
を
確
保

す
る
こ
と
」
な
ど
、
い
の
ち

を
守
る
た
め
の
基
本
を
伝
え

ま
し
た
。

　

初
め
は
緊
張
し
た
様
子
の

子
ど
も
た
ち
も
徐
々
に
水
に

慣
れ
、
親
し
め
る
よ
う
に
な

り
、
自
信
を
も
っ
て
挑
戦
し

て
い
ま
し
た
。
言
葉
の
違
い

を
越
え
て
、
一
緒
に
で
き
た

喜
び
を
分
か
ち
合
う
時
間

は
、
非
常
に
印
象
深
い
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

　
ユ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
主

体
的
に
関
わ
る
姿
か
ら
は
、

現
地
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
継
続
し

て
い
く
た
め
の
基
盤
が
着
実

に
整
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

感
じ
、
水
上
安
全
教
育
は
子

ど
も
た
ち
を
水
難
事
故
か
ら

守
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
大

切
な
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。

　
こ
の
経
験
を
一
過
性
の
も

の
と
せ
ず
「
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
１
５
０
」
の

も
と
、
ア
ジ
ア
地
域
に
広
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
水
の
安
全
に

つ
い
て
の
知
識
と
体
験
の
機

会
を
届
け
、
一
人
で
も
多
く

の
い
の
ち
を
守
る
活
動
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

（
ウ
エ
ル
ネ
ス
ガ
ー
デ
ン
品
川

御
殿
山

Ａ
Ｄ　

澤
村
奈
緒
）

INFORMATION

東京YMCA公式SNS

https://www.instagram.
com/tokyoymca/ 

Instagram 

https://x.com/
Tokyo_YMCA

x（旧Twitter）

https://www.facebook.
com/tokyoymca

 Facebook

参加した子どもたち

右端が澤村さん

オレンジリングを手に

5月12日（火）
12時30分スタート

短期英語スクール

夏のキャンプ・スクールへGO

生きた英語に楽しくふれる
お申し込み開始

5月21日（木）
12時30分スタート

キャンプ

自然の中で仲間とのびのび過ごします

お申し込み開始

６月2日（火）
12時30分スタート

短期水泳教室
リトミック

水と仲良く／感性を豊かに

お申し込み開始

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
い
の
ち
守
る
講
座
を

ウ
ォ
ー
タ
ー
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

正
し
く
学
び

正
し
く
学
び
地
域
に
寄
り
添
う

地
域
に
寄
り
添
う

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
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